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富
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言

吉

.

.
,

冏
谷
巖

定
年
退
官
を
控
え
九
あ
る
日
、
帰
宅
す
る
と
、
差
出
人
の
氏
名
に
心
当
り
の
な
い
一
通
の
手
紙
が
届
い
て
い
た
。
不
審

に
思
い
な
が
ら
開
封
す
る
と
、
美
事
な
毛
筆
で
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
書
き
し
る
さ
れ
て
い
九
。
少
々
気
恥
ず
か

し
さ
を
禁
じ
得
な
い
が
、
暫
く
御
寛
容
を
賜
り
大
二
V
。

差
出
人
は
、
北
陸
地
方
で
長
年
新
制
中
学
の
教
育
に
携
わ
っ
て
来
た
人
で
、
現
在
で
は
既
に
退
職
の
身
で
あ
る
と
こ
ろ
、

過
日
か
つ
て
勤
務
し
た
学
校
の
同
窓
会
に
出
席
し
た
折
、
以
前
在
学
中
に
万
引
事
件
に
加
わ
り
、
裁
判
官
の
お
手
数
を
煩

わ
し
た
、
現
在
で
は
会
社
を
経
営
し
て
い
る
教
え
子
が
、
自
席
に
来
て
挨
拶
を
し
た
の
ち
、
「
あ
の
時
の
裁
判
官
は
今
何

処
で
ど
ぅ
し
て
船
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
が
現
在
あ
る
の
は
裁
判
官
の
お
蔭
だ
と
常
々
感
謝
申
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
九
ら
、
先
生
か
ら
是
非
裁
判
官
に
宜
し
く
お
伝
え
し
て
下
さ
い
。
」
と
申
し
述
ベ
九
。
か
ね
て
自

分
も
同
様
に
裁
判
官
の
あ
の
時
の
措
置
に
感
謝
し
て
お
り
、
当
時
の
関
係
し
た
生
徒
ら
は
、
既
に
い
ず
れ
も
立
派
な
社
会

人
に
育
ち
、
高
校
の
校
長
や
会
社
社
長
な
ど
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
し
た
く
て
、
突
然
に
船
手
紙
を
差
し
上

げ
た
よ
う
な
次
第
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
は
、
手
紙
を
読
む
程
に
、
す
う
か
り
忘
れ
て
V
た
約
四
0
年
も
昔
の
、
若
き
日
の
か
す
か
な
記
憶
を
思
V
出
す
こ
と

か
で
き
た
。
確
か
、
差
出
人
が
担
任
す
る
学
級
の
生
徒
達
十
数
名
か
、
集
団
で
市
中
の
商
店
で
何
件
か
の
万
引
を
働
ミ

次
々
察
に
検
挙
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
方
の
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
事
件
は
、
や
が
て
家
庭
裁

判
所
に
送
致
さ
れ
、
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

資
料
を
検
討
す
る
と
、
少
年
ら
の
犯
行
は
さ
し
て
根
の
深
い
も
の
で
は
な
く
、
既
に
自
主
的
に
事
後
措
置
も
な
さ
れ
て

村
中
村
村

上
田
井
松

職
業
冥
利

X
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オ

ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
法
事
情

一
九
九
一
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
会
議
を
中
心
と
し
て
ー

一
は
じ
め
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
は
、
南
半
球
に
あ
る
面
積
約
七
六
0
万
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
世
界
最
小
の
大
陸
で
、
日
本
の
真
南
に
位
置
し
、
人

口
約
一
六
八
0
万
人
、
広
さ
が
日
本
の
約
二
0
倍
、
人
口
が
日
本
の

約
一
三
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
く
ら
い
の
国
で
あ
る
。
ヴ
バ
ク
ト
リ
ア
州
、
ニ

ス
州
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
州
、
西
オ

ユ

エ
ー
レ

サ
ウ
ス
・
ウ

ノ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
"
ク
'
ー
ソ
ズ
一
フ

ス
マ

ナ
H
 
の

六
つ
の
州
と
、
首
都
特
別
地
域
北
部
特
別
地
域
の
二
つ
の
準
州
よ

り
な
り
、
首
都
は
ア
メ
リ
カ
人
の
設
計
に
ょ
り
人
工
的
に
作
ら
れ
た

都
市
キ
ャ
ソ
ベ
ラ
で
、
各
州
に
は
そ
れ
ぞ
れ
州
都
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
で
は
、
日
本
の
こ
と
を
二
階
に
あ
る
国
(
地
図

や
地
球
儀
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
真
上
に
日
本
が
位
置
す
る
こ
と
か

ノ
 
j

代
理
人
と
し
て
連
邦
に
は
総
督
が
、
州
に
は
州
総
督
が
お
か
れ
て
い

る
。
法
制
度
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
法
系
に
属
し
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
継
受

し
て
V
る
。
こ
の
国
は
一
九
=
二
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
ー
法
に

よ
り
事
実
上
独
立
国
と
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
対
す
る
司
法

権
、
立
法
権
、
行
政
権
の
従
属
的
状
態
は
な
お
も
残
さ
れ
て
し
九
。

司
法
権
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
枢
密
院
司
法
委
員
会
に
対
す

る
上
訴
の
道
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
九
し
、
立
法
権
に
関
し
て
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
が
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
定
法
で
あ
り
、
そ
の

改
廃
の
権
限
が
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
残
さ
れ
て
お
り
、
行
政
権
に
関
し

て
は
、
国
王
の
代
理
人
と
し
て
任
命
さ
れ
る
総
督
が
あ
り
、
連
邦
に

関
し
て
は
内
閣
に
相
当
す
る
連
邦
行
政
評
議
会
の
助
言
に
ょ
り
国
王

か
総
督
を
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
で
形
式
的
に
は
問
題
は
な
く
な
っ

た
が
、
各
州
ご
と
に
お
か
れ
る
州
総
督
の
任
命
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
外

務
・
連
邦
省
の
助
言
に
ょ
り
国
王
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
船
り
、

な
お
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
従
属
性
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
完

全
に
解
消
さ
れ
る
の
が
、
一
九
八
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
ょ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
フ
法
の
制
定
で
あ
り
、
こ
の
法
律
に
ょ
り
完
全
に
そ
の

従
属
的
地
位
・
植
民
地
的
地
位
を
脱
し
た
と
い
ぇ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
フ
で
は
、
一
九
九
0
年
三
月
の
上
・
下
院
選
挙
で
労
働
党
が
勝
利

し
、
現
在
政
権
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
一
九
九
一
年
秋
に
二
つ
の
大
き
な
学

会
か
開
催
さ
れ
た
。
九
月
八
日
か
ら
五
日
間
の
日
程
で
ア
デ
レ
ー
ド

で
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
律
家
会
議
(
然
昔

ら
こ
の
よ
う
に
呼
ぱ
れ
て
V
る
)
と
呼
び
、
日
本
に
対
す
る
関
心
は

非
常
に
高
く
、
日
本
語
教
育
船
よ
び
日
本
研
究
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。
日
本
で
も
こ
こ
近
年
急
速
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
に
つ
し
て

の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
ぁ
る
が
、
こ
の
国
に
関
し
て
は
ま
だ
あ
ま
り

詳
し
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
簡
単
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
つ
き
紹
介
す
る
と
、
こ
の
国
は
、
一
七
七
0
年
に
キ
ャ
プ
テ
ソ
ク

ツ
ク
に
ょ
り
発
見
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
領
有
宣
言
後
、
一
七
八
八
年
に

フ
ィ
リ
叉
フ
大
佐
一
行
が
シ
ド
ニ
ー
湾
に
入
植
以
来
、
一
九
八
八
年

で
入
植
二
0
0
年
を
迎
え
た
、
旧
英
連
邦
の
一
員
で
、
一
九
0
0
年

に
イ
ギ
リ
ス
議
会
制
定
法
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
憲
法
に
基
つ
き

結
成
さ
れ
た
連
邦
国
家
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
元
首
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
フ
国
王
で
あ
り
、
現
在
の
国
王
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
で
あ

る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
王
で
も
あ
る
た
め
、
そ
の

富
之

.
=
m
井
巴
一
曾
 
k
一
ゆ
伽
巴
δ
0
=
ぐ
ゆ
昇
一
0
=
)
と
、
九
月
一
五
日
か
ら
五
日

間
の
日
程
で
。
ハ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
口
ー
エ
イ
シ
ア
会
議

(
晶
芽
戸
)
名
)
仂
一
ン
 
9
鳳
円
舎
n
ゆ
)
で
あ
る
。
日
本
か
ら
は
、
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
待
さ
れ
た
野
田
愛
子
先
生
を
は
じ
め
と

し
て
学
会
・
実
務
家
ら
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
会
の
模

様
を
主
に
家
族
法
を
中
心
に
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
フ
が
開
催
地
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
現
地
の
家
族
法
の
現
状

に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

ニ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
律
家
会
議

ア
デ
レ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
九
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
律
家
△
=
議
は
、

都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
本
部
の
あ
る
、
 
t
:
,
N
乏
 
n
0
号
n
=
0
一
ン
仁
m
ヰ
巴
一
N

の
主
催
す
る
も
の
で
、
隔
年
に
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
法

律
家
の
全
体
会
議
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
各
州
に
そ
れ

ぞ
れ
t
-
'
讐
仂
又
冨
が
あ
り
、
各
州
の
ロ
イ
ヤ
ー
の
登
録
を
含
め
、

州
独
自
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
全
国
組
織
と
し
て
キ
ャ
ソ

t
:
 
N
乏
δ
0
仁
⇔
n
=
0
、
、
ユ
.
仁
m
一
『
N
一
一
N
が
置
か
れ
て
才
6
り
、
ブ
ア
ミ

リ
ー
・
ロ
ー
.
セ
ク
シ
,
ソ
(
"
,
j
N
ヨ
一
一
く
【
.
-
 
N
冬
仂
ゆ
&
今
)
を
含
め

て
、
い
く
つ
か
の
分
野
に
別
れ
て
活
動
し
て
い
る
。
今
年
は
、
「
リ

フ
レ
ク
シ
,
ン
(
刈
n
辻
ゆ
&
0
易
)
」
と
い
う
総
△
口
一
ブ
ー
マ
で
、
本
会

議
の
出
席
者
も
、
事
前
登
録
者
の
み
で
六
0
0
名
を
上
回
っ
て
お
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
最
も
大
規
模
な
学
会
の
一
つ
で
、
主
に

各
セ
ク
シ
,
ソ
毎
に
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
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法
律
家
会
議
の
報
告
者
お
よ
び
出
席
者
は
し
わ
ゆ
る
ロ
イ
ヤ
ー
全
般

に
わ
た
り
、
大
学
関
係
者
、
裁
判
所
・
政
府
関
係
者
、
弁
護
士
(
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
法
廷
弁
護
を
中
心
と
す
る
バ
リ
ス
タ
ー
と
事

務
手
続
き
を
中
心
と
す
る
ソ
リ
シ
タ
ー
に
別
れ
て
し
る
)
等
、
法
律

関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
本
会

議
の
開
始
に
先
立
っ
て
、
オ
ー
プ
ニ
ソ
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ

れ
、
開
△
至
旦
言
を
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
総
督
で
あ
る
口
ー
マ
.
、
、
、

ツ
チ
ェ
ル
.
デ
ウ
ー
プ
夫
人
(
口
N
ヨ
n
 
え
0
ヨ
ゆ
冨
=
n
ず
ゆ
=
、
ユ
,
6
、

⇔
冨
)
が
行
な
っ
た
力
:
、
彼
女
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
初
の
女
性
の

総
督
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
裁
判
{
目
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
に
船
け
る
女
性
の
社
会
進
出
の
現
状
を
垣
間

見
る
よ
う
で
非
常
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
の
後
同
じ
会
場
で
レ
セ
プ
シ
,
ソ
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
レ

セ
プ
シ
.
ソ
は
久
々
に
顔
を
あ
わ
せ
る
友
人
た
ち
の
間
で
会
話
の
は

ず
む
な
ビ
や
か
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
会
主
催
者
側
に
と
っ

て
は
、
翌
日
か
ら
の
本
会
議
の
報
告
者
を
互
し
に
紹
介
し
九
り
、
招

待
さ
れ
た
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
主
だ
っ
た
会
議
の
参
加
者
に
紹

介
を
し
た
り
、
そ
の
後
の
日
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
す
た
め
の
非
常

に
重
要
な
時
間
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
一
般
参
加
者

は
、
実
に
楽
し
く
.
ハ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

主
催
者
、
ゲ
ス
ト
、
報
告
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
忙
し
い
.
ハ
ー
テ
一

ー
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
、
レ
セ
プ
シ
,
ソ
の
翌
日
早
朝
よ
り
本
会
議
が
開
始

さ
れ
、
家
族
法
の
分
野
で
は
、
「
配
偶
者
扶
養
(
m
勺
0
易
巴
ミ
巴
三
中

昆
牙
ゆ
)
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
本
か
ら
は
野
田
愛
子
先
生
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
フ
か
ら
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
立
大
学

の
り
ヂ
ャ
ー
ド
.
シ
ズ
ム
先
生
(
ヤ
ミ
.
匁
.
 
6
ず
一
m
げ
0
一
ヨ
、
 
d
ヨ
.
 
0
{

Z
.
仂
.
乏
.
)
が
報
告
さ
れ
た
。
野
田
先
生
は
、
現
行
家
族
法
に
至
る

歴
史
的
経
緯
を
含
め
て
、
わ
が
国
の
家
族
法
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ソ
を
説

明
さ
れ
た
の
ち
、
婚
姻
継
続
中
の
問
題
と
婚
姻
解
消
後
の
問
題
に
分

け
て
配
偶
者
扶
養
の
問
題
を
説
明
さ
れ
、
結
論
と
し
て
わ
が
国
の
離

婚
後
扶
養
の
問
題
に
は
今
後
検
討
す
べ
き
点
が
し
く
つ
か
存
在
す
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
シ
ズ
ム
先
生
は
、
オ
ー
ズ
ト
ラ
リ
フ
の
現
行

家
族
法
弓
郡
豆
一
二
讐
)
又
一
中
誤
)
に
お
け
る
配
偶
者
扶
養
の
性

質
に
つ
き
説
明
さ
れ
、
そ
の
基
準
の
暖
昧
さ
を
問
題
点
と
し
て
取
り

上
げ
、
法
改
正
の
必
要
性
と
そ
の
基
準
を
提
示
さ
れ
た
。
配
偶
者
扶

養
と
は
、
配
偶
者
の
一
方
に
対
し
て
相
手
方
に
定
期
的
に
金
銭
の
支

払
い
を
裁
判
所
が
命
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に

限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
総
額
い
く
ら
と
い
う
形
で
の
命
令
も
可

能
で
あ
り
、
又
、
金
銭
以
外
の
様
々
な
形
、
例
え
ぱ
住
居
の
提
供
と

い
う
形
で
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
扶
養
の
請
求
に
関

し
て
は
男
性
も
女
性
も
全
く
平
等
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
手
続

き
は
原
則
と
し
て
は
離
婚
手
続
き
そ
の
他
の
婚
姻
事
件
手
続
き
と
は

独
立
し
て
提
起
で
き
る
こ
と
等
を
説
明
し
て
、
報
告
の
メ
イ
ソ
・
テ

マ
で
あ
る
扶
養
額
を
適
正
に
決
定
す
る
客
観
的
基
準
の
問
題
を
検

討
さ
れ
九
。
提
言
と
し
て
、
扶
養
に
関
す
る
法
改
正
と
し
て
、
客
観

冨
.
 
Z
留
ぐ
ゆ
、
冨
0
号
ず
d
ヨ
)
の
報
告
に
対
し
て
、
野
田
先
生
と
レ

ソ
ナ
・
グ
レ
イ
サ
ー
先
生
(
勺
ミ
.
え
.
の
、
,
N
く
n
異
"
 
d
e
.
 
0
-
、
 
Z
.
仂

名
.
)
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ソ
テ
ィ
タ
ー
と
し
て
意
見
を
述
ベ
ら
れ
九
。

ニ
イ
ー
ブ
先
生
の
報
告
は
、
性
差
別
に
関
す
る
問
題
で
、
こ
こ
数
十

年
の
間
に
形
式
的
男
女
平
等
は
ほ
ぼ
獲
得
さ
れ
て
き
九
が
、
そ
の
こ

と
に
ょ
り
却
っ
て
実
質
的
不
平
等
の
生
ず
る
場
面
が
出
て
き
九
こ
と

を
指
摘
さ
れ
、
家
事
労
働
に
つ
き
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等

の
対
応
を
説
明
さ
れ
、
形
式
的
か
つ
実
質
的
公
平
の
実
現
を
強
調
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
野
田
先
生
が
「
日
本
に
船
け
る
女
性
と
法
」

と
い
う
観
点
か
ら
日
本
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
、
グ
レ
イ
サ
ー

先
生
が
主
に
フ
ェ
、
、
、
ニ
、
ス
ム
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
を
さ

れ
た
。学
会
開
催
期
間
中
朝
食
お
よ
び
昼
食
時
間
を
利
用
し
て
、
各
セ

ク
シ
"
ソ
毎
に
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
ヤ
ソ
グ

ロ
イ
ヤ
ー
の
午
餐
会
で
は
野
田
先
生
が
、
「
法
律
家
の
国
際
協
力

(
剛
又
命
一
0
ず
巴
δ
0
0
で
ゅ
益
牙
=
N
ヨ
0
=
如
廿
里
て
ゅ
誘
)
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
行
な
っ
九
。
こ
の
よ
う
に
、
本
年
度
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

7
法
律
家
会
議
は
、
日
本
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
他
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
招
か
れ
て
お
り
国
際
色
豊
か
な
会
議
で
あ
っ

た
。
大
会
は
、
本
会
議
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
:
ツ
戸
ダ
ラ
ム
と
焚
疏
立
深

め
る
場
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
別
れ
、
各
セ
ク
シ
,

的
な
基
準
を
確
立
し
て
い
く
た
め
、
す
で
に
諸
外
国
で
採
用
さ
れ
つ

つ
ぁ
る
「
補
償
的
意
味
で
の
扶
養
」
と
い
う
考
え
方
を
導
入
し
、
財

産
の
清
算
等
の
問
題
と
の
調
整
を
は
か
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。
こ

の
考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
扶
養
の
命
令
を
下
す
場
合
に
例
え
ぱ
、
相
当
な
程
度
の
生
活
水
準

を
提
供
す
る
た
め
の
暖
昧
な
扶
養
命
令
を
下
す
べ
き
か
、
ま
九
は
相

手
が
自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
額
に
限
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題

こ
の
問
題
は
実
は
、
子
供
に
た
い
す
る
扶
養
お
よ
び
財
産
清
算
の
額

が
配
偶
者
扶
養
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起

す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
財
産
の
清
算
は
あ
く
ま
で
も
配
偶
者
の
一
方
が

婚
姻
財
産
の
増
加
に
つ
き
貢
献
し
て
い
る
場
貪
そ
の
プ
ラ
ス
的
側

面
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
扶
養
の
問
題
は
基
本
的
に

は
、
婚
姻
に
ょ
り
配
偶
者
の
一
方
が
な
ん
ら
か
の
形
で
自
己
を
扶
養

す
る
能
力
、
自
立
で
き
る
能
力
を
失
っ
た
場
合
に
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス

的
側
面
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
他
の
要
素
と
切

り
離
し
て
、
客
観
的
に
扶
養
料
の
額
を
決
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
と

説
明
さ
れ
九
。

次
に
、
家
族
法
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
女
性
(
働

く
女
性
お
よ
び
主
婦
)
の
仕
事
に
対
す
る
(
正
当
な
)
法
的
評
価

(
勺
豆
仁
&
含
谷
ル
刃
ゆ
又
呂
暑
一
一
0
=
ー
ロ
0
ゆ
m
 
芽
ゆ
 
t
-
,
N
冬

刈
t
D
8
如
=
一
切
n
一
ず
血
ぐ
巴
二
ゆ
又
冬
0
ヨ
舎
一
m
冬
又
罵
)
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
セ
ッ
シ
,
ソ
が
行
な
わ
れ
、
マ
シ
ャ
・
ニ
バ
ー
プ
先
生
(
勺
ミ

オーストラリフの家族法事情

55

ケース研究231号

54



斗
ー
メ
サ
゛
゛
司
δ
蝿
鷲
珸
嶋
璃

一

i'

C

S
召

守
ー
メ
割
冷
器
一
如

'"

誘

'

司=゛Yメー斗"浅潟高鉾δ→丈一ぐ4 。汁げ候混Nが邸

(建迷 1δ剣帯ぐ氏;gず即小一津入翌>"テ端入風ぐず鵬

が"入薜洲骨商議δ回0'3鵬,《气斤δ冴呼一→ゞ・メ、

マ A "弄冊並プマ>.H ,N小→Σ>議入冊圃(δ汁晋テぐ雫←

δ支,ず入浬浬δm贈弄きn 。汁0 斗コ)呼畍業( 4 一沖゛ぐ

N r('ヨ△!10ヨd釘9d lEUO!1毛U」91UI UV-U9WOM Jo sn1毛IS)

(丑δ般邪田照囲一R「蒔δ畔yl、」,¥':.(UO!SS!山WOD TUIOJ

・3旺 m毛I UE!1松11Snv JO IU9P!S91d '11毛<且 q19q松ZΠ宜 9D!1

・snf)冊並ツぐ》.H ,(＼,丈マ辻δ粛>δ埒>+δ回Jレ

。汁辻テα奥サ

Nn小ぐ《邑兇<協イ゛N臼小・ト辻爵入→丈ヘH 一口入田姦

凱入テ銑際⑩辻ヲ+血,ず・N回副曾齢邑代弄階→=゛Yメー

斗がぐ《dT一七゛→丈ヘH 一口譜濁,汁県。が獣(Nn

゛ぐNサぐ芽弄(δ小獣サ、矧&が・ト側冷塑"&籍1゛6澀ず

π河壁鉾.回謀司丈、司N゛ず弄隙⑪,N臼゛ぐNサぐ肴弄

(.汁0 サ鈴<蠏J叫獣昇(県辻α軌6沼が・ト逢入→丈.→

,テサ.灣δ郡(即 1 δ司丈.→弄科如"弄Nn汁辻δ,d拠《d

醐階瓣埒δ→丈A H 一口δ回⑩。が邑¥(化券',Nn汁辻辻

牙Zネサ.副胴δと寸藩N圖酔まn廷゛入「(slq且!妊 S'Uヨ1PI!qD PUぞ

mE1 バ1!1UE' UO SS9J且UOD PIJom lsl)需>.ヌ聿→、1N雰F鷲

蝿」瓣即堀畔回1鶚がぐ《げ洲剖衛粛霊(一"フ.丈(軸皿

δ血け~如困辻コ〔ヤN川》ニ・1・"N臼汁0獣軌欄粘が一粛

悉(＼ゞ>.δ→ぐーて A 入血〔ヤ 1 ~困 1 辻け→令い》メ・1 呼

、,＼、→1ール＼"ぐ、仕δ回涛・,Nn汁き、r比鼬需シ叶臼

が晋銑こネH勢回促冊δ辻い 1 ,山X・,辻>ト,辻Ⅲ,辻銑券サ

畍業御゛入τ冷棚δ群撚・,N臼汁辻吠畍業浅二葛今キZゴi偸δ小

N回半が一深圧《广濯麟呼馴踏δ鉾鷲蝿δ画吠,辻銑卦サ

艦胆゛"が・ト氏雛入即勝冊δゞ,丈、ぼ《邑N県晋鄭辻小

働贈蓮δ鉾鷲蝿δ画鹸・,N臼汁辻け卦なサ忌N矧゛"小→

詩那階嬰X+δ＼"ぐ、 A ・ーロ・一七ル→ゞ・司丈 A H -

ロ,(囲δ辻《1き《'・"Nがミ獣剛1断勢瓣。汁?士け芽こネサ

畍割δ葡今t迎訣《&吟働畍業半埒テサ(聆lmo" S 'JN)

昂一゛口→ゞ・フーロリ゛メが獣(Xm鷲"辻廿券コ)軌、、＼

、→!ール・＼山丈、 A δ(VISVMVI JO UO!1つ9S slqB!苫

人1!W松' PU毛 M毛1 人1!W毛a)染鷲蝿,告田・涯ゞレ。小き汁蜘

入゛"汁0獣(6・丑サ'醐詔δ騰痴δ流州弄《eN萪蹄。汁

d剛畍業《ぐ゛入酬國δ酔鷲潟δ囲皿辻隙辻小辻潟需鉾.

涯告誹鷲蝿。が獣サ.即誤冊入品淵冷劃勝鉾冊酬蕪囲>珸團

伴"(δず汁辻畊K卜礫式喩0代メ・1 π&汁δ迎訣瓣冊小斗

計入卦如J"入副矧δ嬰"→くAH一口δ→=゛フメー斗

,弄δ゛ぐN即藩→ぐAH 一口研皿。がn匙(サ,Nnが斗凍

呼回阿δ代芽》鳶δ冷舳詮《代醐呼埒藩→丈ヘHーロヲトロ

弄汁県嬰畔→丈AH ーロ"弄入畍節が一τネ辯(迅皿δ帳鵬

劃働畠減浅皿畍,δ計《0骨才ず黙冊惹氏δ含δ小書才崖

避冊,ぜ粛霊階埒>+)血畍回 1 入→令いずN<鍔'e 。が獣(N

臼小一受叫入湘噐N眛偸δ熱菩《d海呼禽珸"3染呼司同

N演浦剛註δ皿埒δΣ熱,弄零血δ→丈ヘ"ーロ。がぐ《

eン言甫舗サ.囲辻 U 1δ→水ヰ圖,A、,(臆口釣囲即樹

田・,d・ K ゛=>1 ,や一汁。辻＼丈"＼ベ。こ、ゞ"＼、メ亀ン。

山丈マ代δゞ山ぐ、 A .7Aゞ1.ー=ル→ゞ"ーロ .^、^

ル→ゞ。汁d課庄サ、峠綿Nと+肝冷裂δ肝冷ぐプ鷺喰沌,肝

冷暑Ⅲ埋>H,肝冷一譜田派識,肝冷州雰田叶"&d弄呼肝

冷州陣田埋,テサ埒実δヲト即昇入埒>+δ(メー)。δ回⑩

。汁辻唯演翌《ぐ獣入

霊埒叫珸軌ゆ謬回 1瓶即抑胤珸鷲蝿→ぐヘH一口科血,入

血 1 い山 IN 1けけ・1 ".計《d汽口H認シ嬰X+,+皿δ"入凱

矧δ＼,丈、辻ーロ・ー=ル→ゞδ司ぐAHーロ"奔《e

,＼小△、,司＼' N7.＼ A ,サ.＼ A ,藤四1、,ー＼、、ゞ"囲号

,"丈、→1゛、、＼>."司七小プメー斗"＼、メ 11 d; U 司,き"

吠詩竺(市識δ司こゞ1プメー斗入→令>ト>1×・1 ,(3ド墨δ萪

團畷鉾零蕪回δ眞營燕劃汁濁呼畍階凪棚,ヲトm弄冊,フ.＼

゛一丈.ーリ 11 '司七゛Y メー斗弄恐δ9イゞ゛A昇圖0'?士弄、

'黒N (0!J!0也d 9q↓ PUモぞISV 江OJ UO!1毛!0OSSV Mモ1 aql)

埒藩1露鉾1熹判>ト・→ぐ.→'弄(VISVMVI)→丈△、H -

ロ。汁辻ぜ券τ冷サ.器部・畍割牙棚訣《グ曾眺軌蝿禽鉾小回

一呼>00瑠,テサ図δ 1 い"( A 一→1゛ぐN r(SXU!1

IEUO!且9妊一E!SV U! smEI)御og.詐迅熱菩δ小^鉾δ

司丈、司」,弄瓣ゆ.司丈 A H ーロ,汁晋銑粛翌(メー>.

。汁δサ

d減《<dテ→=゛プメー斗"ずδ小》皿階δがぐ《dメ、

ゞ゛=(＼又辻弄剣サ.゛汁蝿禽葉汁武廿鄭階辧剛六亡弓燮(

瓣埒δ禽鉾國叩"δ勧《0卦入＼又辻汁d泳黒階吟斗法禦

が郡(0 1 δ淵鹸δτーマ゛→サ.泳δや→1汁汁ぐ《 0 "N

艦埒δ即汁"汁県。汁d階τネ辯謎 INbと+δ叶騰Σ肯氾皿}些

瓣.→CU1フメー斗π即今・・.写ズーマ゛→が辻弄.氣叶即一

や辻＼d・,弄回⑩。がn亀(サ.Nn小・トτ冷熟÷入淋N峠曾眺

即汁δ会衛遷漾遵δ脳司達粛謡弄峠艦部,δ苛《辻吠鷆油

メ汁。"際→鬻即>ト。が獣(ず・一→く・＼"丈＼ j'＼ U .「一

゛"ぐ喩軌峠<ぐ《0本《0叫呼＼A口氾←一ペ(》銑師

謎04?士弄.雫、Nゞ.マ山丈・や・ Y 洗,ミkぐ 9イψ」(回弄冒口δ Y ＼

武てゞ。。小卦入N臼小廿吠Σ>議サ'プメ弌δ倉(n《、',晋E#

階蝿δ一=ル→ゞ・サメ汁貫匪罫汁辻砥祚U謙《 0才ヰ呼サく

武ぐゞ。斗r比9晋鄭辻小"奔フメ文汁辻サ髄。汁W(サ'Nn

が&籍゛瓢>誹"dW即<仁減テ軌芽げ階化券辻>譜δ營山圧

.瀞議.辻橿辻小辻畊鵡髄《(、'Nツメ文.サ:.サ>漆小一洗謙

サ'嬰ヲト埒>ト,゛邸サ:,回月<霊働即Xか込《ぐ髄【熱'フメ文入哉

鵡サ'蝿姦鉾δ達粛悉"゛ぐNツ＼＼ヘメ1一櫛＼ H ・トー汗

入丑避畍,J計《辻欲卿油サ.埒か町・埒浦霊小→粛辨.＼

囲専,科皿

瓣"レ司＼'ム、H一口Ⅲ

→丈一叉' A

メ=哉A 昇(ゞフ＼A



人
に
ょ
る
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ソ
へ
の
セ
ッ
ク
ス
・
ツ
フ
ー
、
日
本
人

に
ょ
る
台
湾
や
韓
国
ヘ
の
セ
ッ
ク
ス
・
ツ
フ
1
を
取
り
上
げ
て
、

「
セ
ッ
ク
ス
・
ツ
ァ
ー
を
改
め
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ぱ
よ
V

か
」
と
質
問
し
た
の
に
答
え
て
、
エ
バ
ヅ
ト
判
事
は
、
女
性
の
人
権

と
V
う
視
点
で
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
、

各
国
々
で
政
府
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
問
題
で
あ
り
、
そ

れ
を
怠
る
と
政
府
も
あ
る
意
味
で
は
共
犯
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
と
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
ま
ず
現
状
を
確
実
飯
識
し
、
正
確

に
事
実
を
把
握
す
る
こ
と
が
問
題
解
決
の
第
一
歩
で
あ
る
と
述
ベ
ら

れ
た
。
女
性
の
権
利
を
人
権
の
な
か
に
十
分
確
立
し
、
人
口
の
半
分

を
占
め
る
女
性
に
マ
;
し
た
国
際
人
権
法
を
確
立
し
、
女
性
の
権

利
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
も
っ
と
注
意
を
払
う
こ
と
を
提
言
さ
れ
た
。
ア

ジ
フ
圏
に
船
け
る
、
婦
女
子
の
生
存
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
.
ハ
キ
ス
タ
ソ
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
少
年
の
死
亡
率
に

比
ベ
て
少
女
の
死
亡
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

フ
ジ
ア
の
女
性
た
ち
は
貧
困
の
た
め
売
春
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
の
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
「
通
信
販
売
結
婚

(
旦
一
6
己
円
ず
丑
ゆ
)
」
を
希
望
す
る
も
の
も
い
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
で
は
毎
年
五
0
0
0
人
に
も
の
ぼ
る
男

性
か
ら
ア
ジ
フ
の
女
性
と
の
婚
姻
を
希
望
す
る
手
紙
が
き
て
お
り
、

西
ヨ
ー
巳
パ
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
も
同
様
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
男
性
は
皆
二
0
歳
以
上
も
女
性
よ
り
年
長
で
あ
り
、
自
国

の
女
性
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
辺
境
地
域
に
住
ん
で
い
る
も
の

が
大
多
数
で
あ
る
と
も
述
ベ
ら
れ
た
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
は
こ
の
よ

う
な
「
通
信
販
売
結
婚
」
を
商
売
と
し
て
行
な
う
こ
と
を
非
合
法
化

し
た
と
L
、
う
こ
と
で
あ
る
。

四
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
族
法
の
動
向

今
回
の
学
会
の
開
催
地
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
家
族
法
の
現

状
に
関
し
て
は
、
徹
底
し
た
破
綻
主
義
を
採
用
し
た
離
婚
法
と
事
実

婚
に
対
し
て
法
的
効
果
を
認
め
た
事
実
婚
保
護
法
が
諸
外
国
か
ら
注

目
を
あ
つ
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
点
に
ス
.
ホ
ッ
ト
を
当
て
て

簡
単
に
紹
介
を
試
み
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
は
連
邦
制
を
と
っ
て
お
り
、
連
邦
の
立
法
権
の

及
ぶ
範
囲
に
関
し
て
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
家
族
法
に
関
し

て
は
、
第
五
一
条
で
規
定
さ
れ
て
船
り
、
そ
の
二
一
号
で
「
婚
姻
」

を
、
そ
の
二
二
号
で
「
離
婚
お
よ
び
夫
婦
た
る
要
件
な
ら
び
に
そ
れ

に
関
連
す
る
親
権
お
よ
び
未
成
年
者
の
後
見
監
督
」
を
規
定
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
規
定
は
、
第
五
二
条
で
規
定
す
る
連
邦
の

専
属
的
立
法
権
限
と
は
異
な
り
必
ず
し
も
連
邦
に
ょ
り
行
使
さ
れ
る

必
要
が
な
か
っ
九
の
で
、
一
九
五
九
年
に
初
め
て
連
邦
統
一
離
婚
法

が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
各
梨
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
離
婚
法
を
有
し

て
V
た
。
こ
の
一
九
五
九
年
離
婚
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
各
州
に
存
在

し
た
離
婚
法
を
統
一
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
伝
統
的
な
有
責
主
義

に
基
づ
く
離
婚
原
因
と
、
別
居
と
い
う
破
綻
主
義
に
基
つ
く
離
婚
原

因
の
混
在
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
を
廃
し
、
一
九
七
五
年

に
伝
統
的
な
有
責
主
義
を
完
全
に
廃
し
、
破
綻
主
義
の
理
念
を
徹
底

し
た
現
行
家
族
法
が
制
定
さ
れ
九
。
こ
の
法
律
は
、
「
婚
姻
が
回
復

の
見
込
み
の
な
い
程
度
に
破
綻
し
て
V
る
こ
と
」
と
い
う
唯
一
の
離

婚
原
因
を
規
定
し
、
そ
の
破
綻
を
「
一
二
力
月
間
の
別
居
」
需
定

し
て
V
る
。
つ
ま
り
、
二
一
力
月
間
の
別
居
期
間
と
い
う
客
観
的
事

実
さ
え
証
明
さ
れ
れ
ぱ
、
そ
れ
で
破
綻
認
定
を
行
な
う
と
い
う
、

L

う
な
ら
ぱ
、
破
綻
の
有
無
に
つ
き
実
質
的
審
理
を
し
な
い
、
「
実
質

的
審
理
抜
き
の
破
綻
主
義
」
と
V
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
も
は

や
有
責
無
責
と
い
う
考
え
方
の
入
る
余
地
は
全
く
存
在
し
な
い
。
過

去
の
形
骸
化
し
た
婚
姻
の
枠
組
み
を
残
す
こ
と
に
は
法
的
意
味
は
な

く
、
現
在
の
実
態
に
こ
そ
む
し
ろ
意
義
を
見
い
だ
し
、
で
き
る
だ
け

離
婚
と
い
う
も
の
を
客
観
化
し
事
後
の
問
題
は
財
産
的
に
処
理
し
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
し
う
こ
と
で
あ
る
。

現
行
家
族
法
の
制
定
に
と
も
な
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
で
は
連
邦
家

庭
裁
判
所
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
裁
判
所
は
玖
弘
裁
判
所
で
あ
り
、

我
が
国
の
よ
う
に
少
年
事
件
は
扱
っ
て
い
な
V
。
離
婚
事
件
も
我
が

国
の
よ
う
に
調
停
前
置
主
義
は
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
各
裁
判
所
に

は
、
マ
リ
ッ
、
シ
・
カ
ウ
ソ
セ
ラ
ー
と
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
カ
ミ
お
り
、

カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
の
仕
事
が
重
要
視
さ
れ
て
V
る
よ
う
で
あ
る
。
今

回
、
ア
デ
レ
ー
ド
で
家
庭
裁
判
所
を
見
学
す
る
機
会
か
あ
り
、
離
婚

事
件
に
関
し
て
説
明
を
受
け
た
が
、
争
い
の
な
い
事
件
は
主
と
し
て

レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
の
手
で
事
務
的
に
処
理
さ
れ
て
船
り
、
子
供
の
問
題

と
財
産
の
問
題
に
関
し
て
は
、
当
事
者
間
に
対
立
が
存
在
す
る
こ
と

も
多
く
、
裁
判
官
が
法
廷
で
伝
統
的
対
審
手
続
で
裁
判
す
る
が
、
破

綻
自
体
を
争
う
ケ
ー
ス
は
緑
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
裁
判
所
を
見
学
し
た
際
、
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
通
常
の
商

業
ビ
ル
の
な
か
に
裁
判
所
の
施
設
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
フ
ロ

ア
ー
の
か
な
り
の
部
分
が
こ
ど
も
の
部
屋
と
し
て
用
意
さ
れ
て
お
り
、

両
親
が
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
を
受
け
て
い
る
間
こ
ど
も
が
の
び
の
び
と

遊
ベ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
九
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ウ
ソ
セ
ラ
ー

に
尋
ね
た
ら
、
こ
ど
も
の
遊
ん
で
い
る
姿
も
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
の
参

考
に
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
丈
二
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ

で
は
、
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
に
加
え
て
日
本
の
調
停
制
度
に
比
較
的
近

い
よ
う
な
、
メ
デ
一
エ
イ
シ
,
ソ
の
制
度
の
導
入
が
現
在
検
討
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

婚
姻
外
の
男
女
の
共
同
生
活
が
、
近
年
非
常
に
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
は
全
世
界
的
傾
向
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
法

律
的
に
は
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
の
共
同
生
活
を
法
的
に
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
世
界
各
国
で
重
要
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
他
の
国
々
に
先
駆
け
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
立
法
的
に
、
法
律
の
規
定
で
対
処
し
よ
う
と
試
み
て
V

る
。
事
実
婚
に
関
し
て
は
、
連
邦
の
立
法
権
限
は
及
ぱ
ず
州
の
管
轄

と
な
る
。
一
九
八
四
年
に
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
、

事
実
婚
保
護
法
(
ご
ゆ
、
,
j
N
n
叶
0
即
ゆ
一
昇
一
号
m
ず
ら
.
 
m
)
n
=
ゆ
忠
)
が
制
定

さ
れ
て
以
来
事
実
婚
を
立
法
的
に
保
護
t
る
も
の
と
し
て
渚
外
国

の
注
目
を
集
め
、
同
様
の
立
法
を
す
る
国
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
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我
か
国
に
お
し
て
も
、
内
縁
保
護
の
再
検
駄
主
張
さ
れ
て
船
り
、

こ
の
事
実
婚
保
護
の
試
み
は
我
が
国
の
内
縁
問
題
を
含
め
て
婚
姻
外

の
男
女
の
共
同
生
活
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
と
い
う
ひ
と
つ

の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
簡
単
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
事
実
婚
保
護
法
に
つ
き
紹
介
す
る
。

事
実
婚
の
増
加
は
世
界
的
傾
向
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

も
近
年
そ
の
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
事
実

婚
当
事
者
の
財
産
に
対
し
潜
在
的
持
分
を
認
め
、
関
係
解
消
の
際
に

公
平
な
財
産
の
清
算
を
行
う
と
い
う
信
託
法
理
に
ょ
る
保
護
が
な
さ

れ
て
し
、
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
で
は
こ
の
よ
う
な
信
託
理
論
に
ょ

る
事
実
婚
配
偶
者
の
財
産
的
保
護
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
事
実
婚
解
消
の
際
に
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
著
し
い
財
産
配
分
上

の
不
公
平
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
船
け
る
最
初
の
試
み
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ

州
で
保
護
立
法
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
大
き

く
分
け
る
と
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
財
産
の
清
算

扶
養
・
同
棲
お
よ
び
別
居
の
合
意
の
三
点
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
。

こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
の
は
、
誠
実
な
家
庭
的
基
盤
に
基
づ
く
婚

姻
し
て
い
な
V
男
女
の
関
係
で
あ
り
、
単
な
る
一
時
的
な
同
棲
関
係

は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
財
産
の
清
算
に
関
し
て
は
、
事
実
婚
当
事
者
の
財
産
的
貢

献
の
み
で
な
く
非
財
産
的
貢
献
も
考
慮
に
入
れ
、
直
接
的
貢
献
の
み

で
な
く
間
接
的
貢
献
も
考
慮
に
入
れ
て
事
実
婚
解
消
の
際
の
財
産
の

公
平
な
清
算
を
め
ざ
し
て
V
る
。
こ
れ
に
ょ
り
、
主
婦
ま
た
は
親
と

し
て
の
立
場
で
な
さ
れ
た
貢
献
、
相
手
方
当
事
者
の
福
祉
船
よ
び
家

族
の
た
め
に
な
さ
れ
た
貢
献
を
考
慮
に
入
れ
て
財
産
の
清
算
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
主
婦
婚
型
の
事
実
婚
当
事
者
に
と
り
家
事
労
働
を

財
産
の
清
算
に
際
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
コ

モ
ソ
・
ロ
ー
の
欠
陥
を
改
善
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
算
の
際
に
貢
献

と
財
産
の
増
加
に
直
接
的
関
連
性
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
、
貢

献
の
事
実
が
存
在
し
事
実
婚
継
続
中
に
財
産
が
獲
得
さ
れ
た
と
い
う

事
実
が
あ
れ
ぱ
、
結
果
と
し
て
そ
の
財
産
は
貢
献
を
考
慮
に
入
れ
て

配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
財
産
の
清
算
に
は
将
来
的
要
素
は
考
慮

に
入
れ
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
清
算
は
配
偶
者
に
ょ
る
貢
献
と
い
う

プ
ラ
ス
の
要
素
を
関
係
解
消
の
際
に
取
り
戻
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
V
て
V
る
。

扶
養
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
、
例
外
的
な
扶
養
義
務
で
あ
っ
て
、

事
実
婚
当
事
者
の
こ
ど
も
の
養
育
の
た
め
、
ま
た
は
、
そ
の
事
実
婚

の
た
め
に
所
得
獲
得
能
力
が
減
少
し
た
九
め
に
扶
養
を
必
要
と
す
る

場
合
に
、
そ
の
限
度
で
扶
養
の
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
事
実
婚
当
事
者
の
扶
養
義
務
は
、
こ
ど
も
の
福
祉
の
必
要

性
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
事
実
婚
に
ょ
り
損
失
を
こ
う
む
っ
た
者

が
相
手
方
に
対
し
て
要
求
す
る
補
償
的
意
味
を
有
し
て
お
り
、
言
V

換
え
る
と
マ
イ
ナ
ス
的
要
素
の
充
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
補
償
の
必
要
性
の
な
い
場
貪
つ
ま
り
、
事
実
婚
に
ょ
り
所
得
能

力
が
減
少
し
て
い
な
い
場
合
に
は
扶
養
の
必
要
性
が
存
在
す
る
場
合

で
も
相
手
方
に
は
扶
養
義
務
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
公
的
扶

助
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
で
は
、
私
的
扶
養
と
ハ
ム

的
扶
助
の
関
係
に
関
し
て
は
、
は
っ
き
り
と
規
定
さ
れ
て
船
り
、
公

的
扶
助
が
優
先
さ
れ
、
扶
養
命
令
が
他
の
公
的
扶
助
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
と
さ
れ
て
し
、
る
。

同
棲
お
よ
び
別
居
の
合
意
と
は
、
同
棲
し
よ
う
と
す
る
者
ま
た
は

別
居
し
よ
う
と
す
る
者
が
自
分
た
ち
の
財
産
の
問
題
・
扶
養
の
問
題

に
関
し
契
約
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
は
、
性
関
係

に
関
連
す
る
契
約
と
し
て
従
来
で
あ
れ
ぱ
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約

と
し
て
無
効
と
さ
れ
て
V
九
が
、
現
在
で
は
、
法
律
婚
を
回
避
す
る

当
事
者
の
自
治
を
奨
励
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
有
効
と
さ
れ
、
制

定
法
上
の
根
拠
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
契
約
が
当
事
者
の
真
意

に
ょ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
、
事
実
上
の
配
偶
者
の
利
益
に
な
る

も
の
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
の
証
明
と
し
て
、
弁
護
士
の
署
名
が
要
求
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
婚
姻
当
事
者
間
に
生
じ
る
の
と
同
様
の
効
果

を
生
じ
さ
せ
る
△
旦
息
を
す
る
こ
と
も
、
全
く
扶
養
義
務
を
排
除
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
扶
養
義
務
が
全
く
排
除
さ
れ
た
場
合
に
は
要

扶
養
老
は
公
的
扶
助
に
頼
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ

ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
立
法
が
行
な
わ
れ
九
後
、
他
の
州
で
も
同
様

の
立
法
を
行
う
州
、
出
て
き
て
溌
り
、
立
法
的
に
処
理
し
な
い
州
で

も
、
信
託
法
理
を
拡
大
し
て
同
様
の
結
果
を
達
成
し
て
V
る
よ
う
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
で
は
、
離
婚
お
よ
び
事
実
婚

今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
九
二
つ
の
会
議
に
参
加
す
る

機
会
を
得
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
法
律
家
は
実
務
に
携
わ
っ
て
ぃ

る
者
、
大
学
で
教
育
・
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
者
も
相
互
に
交
流
し
、

非
常
に
積
極
的
に
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

ま
た
、
フ
ジ
ア
圏
環
太
平
洋
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
非
常

に
高
く
、
積
極
的
に
近
隣
諸
国
と
の
国
際
交
流
を
深
め
て
い
く
努
力

が
見
受
け
ら
れ
た
。
日
本
は
、
経
済
的
に
は
世
界
を
り
ー
ド
す
る
よ

う
な
位
置
に
あ
る
が
、
文
化
的
に
は
果
た
し
て
ど
れ
抵
ど
貢
献
し
て

V
る
の
か
疑
問
を
感
じ
る
の
は
わ
た
し
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
に

お
け
る
実
務
と
学
会
と
の
協
調
の
も
と
に
今
後
文
化
的
に
も
世
界
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
必
要
の
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
家
族
法
に
関
し
て
嬪
問
題
の
先
行
性
と
V

う
意
味
で
は
世
界
的
に
見
て
も
そ
の
先
端
を
行
く
国
の
一
つ
だ
と
い

え
る
が
、
果
九
し
て
そ
の
法
的
対
応
が
適
切
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
は
あ

る
程
度
時
間
を
か
け
て
眺
め
る
よ
り
他
に
方
法
が
な
い
。
理
論
的
に

に
対
し
て
非
常
に
先
進
的
な
対
応
が
な
さ
れ
て
船
り
、
今
後
の
動
向

が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
滞
在
中
、

法
律
家
の
議
論
の
中
で
、
則
X
,
冨
理
亘
⇔
0
爲
m
牙
刈
ゆ
一
昇
一
0
0
・

m
ず
昔
m
と
い
う
表
現
を
よ
く
耳
に
し
た
。
婚
外
関
係
者
の
家
族
関
係

と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
今
日

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

五
お
わ
り
に

オーストラリフの家族法事情
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は
家
族
関
係
を
非
常
に
客
観
化
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
今
後
の
諸
外
国
の
対
応
の
参
考
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幸
い

筆
者
は
一
九
九
二
年
二
月
か
ら
二
力
月
間
客
員
研
究
員
と
し
て
西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
フ
州
の
。
ハ
ー
ス
市
に
あ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
口

ス
ク
ー
ル
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
婚
姻
法
の
研
究
を
す
る
機
会

1
 
.
を
得
た
の
で
、
さ
ら
に
こ
の
問
題
に
つ
き
研
究
し
そ
の
成
果
を
な
ん

ら
か
の
形
で
報
告
し
た
い
と
考
え
て
V
る
。

金
城
秀
樹
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
法
」
世
界
の
家
族
法
(
敬
文
堂

一
九
九
一
年
)
。

武
田
政
明
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
家
族
法
に
お
け
る
破
綻
主
義
の
徹
底
」

明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
Ξ
0
号
(
九
八
一
年
)
。

小
川
富
之
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
事
実
婚
」
広
島
法
学
一
三
巻
四
号

(
一
九
九
0
年
)
一
一
九
頁
。

小
川
富
之
「
事
実
婚
解
消
の
際
の
財
産
の
公
平
な
分
配
ー
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
フ
の
事
例
を
中
心
と
し
て
1
」
法
政
論
叢
二
七
巻
(
一
九
九
一
年
)
七

二
頁
。小
川
富
之
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
家
族
法
1
婚
姻
の
成
立
と
解
消
を
中

心
と
し
て
1
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
研
究
二
号
(
一
九
九
一
年
)
三
二
頁
。

(
船
が
わ
と
み
ゆ
き
広
島
経
済
大
学
講
師
)

参
考
文
献
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仁
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山
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冬
又
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、
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拐
の
)
.

少
'
.
司
ヨ
一
イ
、
剛
N
亘
一
イ
 
t
:
,
N
雲
一
=
ン
易
井
山
=
N
 
ミ
ゆ
区

(
則
仁
一
一
ゆ
門
乏
0
一
一
=
.
m
、
一
中
器
)
.

一
.
エ
.
冬
N
ユ
ゆ
、
勺
門
0
で
ゅ
一
一
、
ぐ
口
一
ぐ
一
m
-
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=
=
で
0
=
又
N
井
語
ゆ
如
『
ゆ
N
臣
0
乏
=

(
n
δ
工
、
一
器
M
)
.

野
田
愛
子
「
オ
!
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
庭
裁
判
所
」
家
庭
裁
判
所
制
度
抄

論
(
西
神
田
編
集
室
、
一
九
八
五
年
)
。

野
田
愛
子
「
世
界
の
家
庭
裁
判
所
制
度
」
家
庭
裁
判
月
報
四
一
巻
一
号

(
一
九
八
九
年
)
四
六
頁
。

日
豪
経
済
委
員
会
商
事
法
特
別
委
員
会
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
フ
の
法
と
ビ

ジ
ネ
ス
』
(
国
際
商
事
法
務
研
究
所
、
一
九
七
九
年
)
。
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Ξ
Ξ
Ξ
三
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
三
Ξ
Ξ
Ξ
三
Ξ
ヨ
三
一
ヨ
Ξ
三
Ξ
嵳
三
三
三
三
主
Ξ
三
三
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
三
三
Ξ
三
三
三
三
Ξ
三
三
三
Ξ
Ξ
三
三
三
Ξ
Ξ
三
Ξ
主
三
三
Ξ
斈
ヨ
ヨ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
三
Ξ
Ξ
三
三
三
Ξ
ヨ
Ξ
Ξ
三
茎
三
Ξ
Ξ
Ξ
三
三
三
Ξ
Ξ
三
三
三
Ξ
Ξ
三
三

編
集
後
記

平
成
四
年
第
言
ぢ
(
第
三
二
号
)
を
お

届
け
し
ま
す
。
゛
四
ツ
谷
前
最
高
裁
判
事
か

ら
心
に
し
み
る
巻
頭
一
言
を
頂
き
ま
し
た
。
四
0

年
前
に
担
当
さ
れ
た
少
年
審
判
を
回
想
さ
れ

た
も
の
で
、
少
年
審
判
の
持
つ
重
さ
、
息
の

長
い
影
響
力
に
感
銘
を
覚
之
ま
す
。
.
"
.
遺
産

分
割
が
、
あ
と
に
残
さ
れ
る
老
親
の
扶
養
を

主
た
る
目
的
と
し
て
な
さ
れ
、
ま
た
事
後
に

扶
養
の
不
履
行
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
を
生
す
る

ケ
ー
ス
は
決
し
て
小
ノ
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

村
氏
の
論
考
は
、
相
続
と
扶
養
に
関
す
る
二

つ
の
最
高
裁
判
例
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
種

の
事
案
に
つ
い
て
の
調
停
、
審
判
に
お
け
る

適
用
上
の
問
題
や
遺
産
分
割
と
老
親
扶
養
と

の
有
機
的
解
決
の
た
め
の
方
策
を
提
言
さ
れ
、

示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
で
す
。
゛

瓜
生
一
刷
査
官
は
、
長
年
に
わ
た
る
調
査
官

活
動
の
経
験
を
も
と
に
、
人
間
関
係
調
整
モ

デ
ル
の
視
点
か
ら
み
た
調
停
過
程
に
つ
い
て

詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
゛
松
嶋
教
授
か
ら
英

国
に
お
け
る
凱
婚
法
改
正
の
動
き
、
小
川
氏

か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
法
事
情
に
つ

い
て
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
両
国
に
お
け

る
破
綻
主
義
雜
婚
法
の
進
展
に
関
心
が
持
た

れ
ま
す
。
・
"
.
「
昭
和
四
0
年
代
の
大
学
生
に

は
文
学
青
年
や
哲
学
青
年
か
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
が
、
い
ま
、
文
学
・
哲
学
青
年
な
ど
キ

ヤ
ン
。
ハ
ス
に
は
一
人
も
い
な
い
。

そ
の

代
わ
り
出
て
き
た
の
は
、
一
人
密
か
に
楽
し

む
と
い
、
つ
パ
ソ
コ
ン
青
年
と
か
ビ
デ
オ
少
年
L

だ
そ
、
つ
で
す
。
山
田
元
教
授
の
講
演
録
は
、

現
代
青
少
年
の
病
理
と
性
を
説
か
れ
た
興
味

深
い
も
の
で
す
。
゛
今
回
は
、
甲
府
と
札
幌

の
二
つ
の
ケ
ー
ス
研
究
を
掲
載
し
ま
し
た
。

夫
婦
関
係
調
整
事
件
等
に
お
い
て
、
当
事
者

双
方
の
意
地
の
張
り
合
い
、
感
情
の
行
き
違

い
か
ら
、
関
係
者
も
こ
れ
に
振
り
回
さ
れ
、

調
停
が
長
期
化
す
る
例
は
よ
く
経
験
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
甲
府
の
ケ
ー
ス
は
、
こ
、
つ
し

た
事
件
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
参
考
と
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
重
婚
的
内
緑
関
係
を
伴

う
夫
婦
の
婚
姻
費
用
分
担
事
件
を
取
り
土
げ

た
札
幌
の
ケ
ー
ス
は
、
重
婚
的
内
緑
の
妻
の

調
停
ヘ
の
参
加
、
婚
姻
費
用
分
担
に
当
た
り

内
縁
の
妻
や
内
緑
子
の
生
活
費
を
考
感
す
べ

き
か
な
ど
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
各
地
の
訓
停
協
会
を
中
心
と
し

た
ケ
ー
ス
研
究
の
活
性
化
と
本
誌
ヘ
の
寄
稿

を
期
待
し
ま
す
。
゛
岡
部
判
事
の
調
停
シ
リ

ー
ズ
を
は
じ
め
、
新
判
例
紹
介
、
随
想
、
実

務
ノ
ー
ト
、
本
の
紹
介
な
ど
に
も
、
貰
重
な

記
事
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ

、
ま
し
た

編集者

発行者

発行所

家庭事件研究会からの御案内

【新しく入会なさりたい方ヘ】

家庭事件研究会(以下「本会」という。)は、会員相互の協力によ
つて、家事及び少年事件の研究をし、これに関する知識の向上を図る
ことを目的としており、この目的に賛同する方は、本会理事会の承認
を受けて会員となることができます。

【継続して会員となられる方ヘ】

退会のお申し出や、会費の未納等がなし限り、引き続き翌年度も会

員として取扱L、ますので、所定の会費を納めてくださし、。
会費は、年額・前納制で、団体会員2,300円、個人会員2,500円、
会費の有効期間は、毎年4月から1箇年間です。
団体会員は、会員が3名以上で、会費の納付及び「ケース研究」誌
の受領などをまとめて行う代表者(取扱者)を指定された場合に限り
ます。

会員には、本会発行の雑誌「ケース研究」を無料で差し上げます。
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松浦登志雄

尾佐竹雅子

家庭串件研究会

〒100 東京都千代田区霞が関1-2-3
合03-3502一部11 (内線 256)

家庭事件研究会分室

〒100 東京都千代田区霞が関1-1-1 財団法人法曹会内
含03-358卜2146 (内線 127)劃"更振替東京9-57553番

*乱丁、落丁等の交換は分室あてにお願いします。

平成4 ・ 5 ・10印刷平成4 ・ 5 ・25発行

平成4年度会費

団体会員

個人会員

東京家庭裁判所内

【会費を納めるには】

会費は、本会の分室として会費受領業務等を担当している財団法人
法曹会内の家庭事件研究会分室(〒100 東京都千代田区霞が関1-1
-1 電話03-3581-2146 内線 127)あてに納めてください。
送金の場合は、淡の口座を御利用ください。
郵便振替 口座番号東京9-57553

銀行振込 東京銀行内幸町支店普通預金0871753

ケース研究231号

(年額・前納制)

2,300円

2,500円

【その他のお願い】

本会についての御照会は、次によってください。
本会ヘの入会又は「ケース研究」誌の編集及び閲覧、購入等に関す
る事項若しくは本会についての詳ししことは
東京家庭裁判所内家庭事件研究会(〒100 東京都千代田区
霞が関 1-2-3 電話船一3502-8311 内線 256 ・ 226) あて

会費の納入、住所の変更、団体会員の異動、送本数の変更、 乱丁・
落丁の交換等については

財団法人法曹会内家庭事件研究会分室(〒100 東京都千代
田区霞が関 1-1-1 電話03-3581 2146 内線 127)あて

にお知らせくださし、。

なお、毎年4月期の団体会員の異動は4月末日までに、また、その他
の時期の異動は、その都度速やかに、上記分室までお知らせくださし、。
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